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１．概要（Summary）

近年、フレキシブル電子デバイスはその形成性の高さ

や機械的特性から様々な分野に応用できると期待されて

おり、開発が行われている[1]。中でも、フレキシブル電極

がデバイス駆動において重要であると考えられており、研

究が行われている。電極はフレキシブルであることはもち

ろんのこと、高い可視光透過率、高い物理的、化学的耐

性、低抵抗率などの特性がさらなる発展に向け必要とな

っている。これまでに金属[2]やポリマー[3]などを用いたフ

レキシブル電極が報告されてきたが、未だ上記全ての要

求を満たすような電極は報告されていない。

一方で、Indium tin oxide (ITO)は高い可視光透過

率、高い物理的、化学的耐性、低抵抗率であることから一

般に電極に広く用いられており、ITO をフレキシブル化す

る研究も報告されている[4-6]。しかし、これまでに報告され

てきたフレキシブル ITO 電極は複雑な構造またはプロセ

スを必要としていた。そこで今回我々は簡易な手法を用

いて ITO 上にシンプルなメッシュ構造を作製し、応力の

低減とクラックの伝搬抑制によってフレキシビリティを実現

するメッシュパターン ITO 電極を提案した。

簡易な手法でデバイスの作製に成功し、また、作製し

たデバイスを 1000 回屈曲した際にも抵抗値上昇率を従

来の ITO 電極に比べおよそ 1/1000 に抑えることに成功

した。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

両面マスクアライナ

スピンコーター(ミカサ)
CCP-RIE 装置

【実験方法】

ITO 成膜済み PET フィルムをアセトン、イソプロパノー

ル、純水を用いて超音波洗浄を行う。その後 CCP-RIE を

用いて親水化処理を行う (O2, 20 Pa, 100W, 5 min)。次

にマスクとしてフォトレジスト (AZ4620) をスピンコーター

によってスピンコートし、UV 露光装置を用いてメッシュ構

造をレジスト上に作製 (250 mJ/cm2) 。ITO 上にメッシュ

構造を設けるため、希王水 (HCl : HNO3 : H2O = 5 : 1 : 
6) をもちいて 25 秒間エッチングを行う。最後にアセトンを

用いてレジストを除去し、完成となる。

３．結果と考察（Results and Discussion）

Fig 1 に実際に作製したメッシュ ITO 電極の光学顕微

鏡画像を示す。

Fig. 1. Optical microscope image of 
mesh-patterned ITO electrode

Fig. 1.からメッシュ構造がきれいに ITO 上に作製され

ていることがわかった。

また、Fig. 2.に曲率半径 6.85 mm と固定し、屈曲させ



た際の抵抗値上昇率-屈曲回数の関係のグラフを示す。

Fig. 2. Change of electrical resistance versus the 
number of bending cycles for ITO electrodes with 

and without mesh pattern.
Fig. 2.に示す通り 1000 回屈曲後においてはメッシュ

構造を設けていない ITO 電極に比べておよそ 1/1000 の

抵抗値上昇率をメッシュパターン ITO 電極から得ることに

成功した。
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